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研究セキュリティの確保の取組について

• 「研究セキュリティの確保に関する取組のための手順書」（令和７年12月内閣府研

究セキュリティと研究インテグリティの確保に関する有識者会議）においては、我が国

の経済安全保障上の要請に応えるのみならず、G7各国やその他の同志国と相互の

信頼を構築し、引き続き、国際共同研究等を円滑に推進するために、研究セキュリ

ティ確保が必要とされています。

• また、研究機関や研究者にゼロ・リスクを求めることはせず、経済安全保障上の観点

及び研究現場における実効性の観点から、対象とする技術を限定し、リスクの程度に

応じた合理的な対処を求めることとされています。

• 本事業は、特定研究開発プログラム※として指定されております。
※研究成果の公開を前提とする競争的研究費のうち、「重要技術領域リスト」に該当する技術を含む可能性があるものであっ

て、経済安全保障の観点から特に技術流出の防止が必要であるとして、当該競争的研究費を所管する府省が資金配分機関

と相談の上で指定する研究開発プログラム

○詳細については、内閣府の以下ウェブサイトにおける

「研究セキュリティの確保に関する取組のための手順書」を参照ください。

https://www8.cao.go.jp/cstp/kokusaiteki/integrity/yushikisha/guidelines_v1

.pdf 
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• 研究提案の内容によっては、研究セキュリティに関する質問票※1の提出や、追加的な

リスク軽減策※2の対応を依頼する場合があります。該当する研究課題には、選考が

進んだ段階で、JSTから提案者に個別にご連絡いたします。

（※1）提案している研究体制や、国内外の協力機関（共同研究先

や測定・分析・サンプル加工などの外注先）などに関する質問。

（※2） リスク軽減策の例：電子的アクセスの制限（フォルダアクセス

権の設定、ログ記録など）、物理的アクセスの制限（入退室の

管理など）、研究セキュリティに関するリテラシー向上の取組など。

• 提案した研究を実施する上で直接的に必要なリスク軽減策のための経費は、直接経

費からの支出が可能です。

• 研究提案の内容によっては、研究開始後の取組（フォローアップ）として、リスク軽減

措置の実施状況等の確認など、経済安全保障上の重要技術が、研究機関や研究

者が意図しない形で流出することを防止するための取組を行います。

研究セキュリティの確保の取組について
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特定研究開発プログラム対象領域

事業 研究領域 発足年度

CREST

量子科学技術における未踏領域の開拓 2026

革新的な超寿命マテリアルの創出とその理論的基盤の構築 2026

実環境知能システムを実現する基礎理論と基盤技術の創出 2025

人とAIの共生・協働社会を実現する学際的システム基盤の創出 2025

光と情報・通信・センシング・材料の融合フロンティア 2024

対象課題：令和8年度（2026年度）新規採択課題より適用

対象機関：委託研究契約書において「大学等」あるいは「企業等」と認められた研究機関
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